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日本の木造文化財を守るシステム構築を目指して立ち上げられた

「文化遺産を未来につなぐ森づくりの為の有識者会議」。

発足5年目を記念するシンポジウムが

6月17日（日）に、東京大学弥生講堂で行われました。

「文化遺産を未来につなぐ森づくり」

5周年記念シンポジウム
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第
一
部
で
は
、
ま
ず
理
事
の
加
藤
鐵
夫

氏
か
ら
、「
文
化
遺
産
を
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
の
為
の
有
識
者
会
議
」
の
こ
れ

ま
で
の
議
論
を
取
り
ま
と
め
た
「
提
言
」

に
つ
い
て
の
内
容
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
藤
氏
は
提
言
と
し
て
、
①
文
化
財
修
理

用
部
材
の
需
給
量
を
把
握
す
る
こ
と
、
②

将
来
的
に
も
安
定
し
た
文
化
財
修
理
用
部

材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
利
用
可
能
な
天

然
林
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
人
工
林

に
お
い
て
大
径
材
の
生
産
を
可
能
と
す
る

森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
、
③
私
有

林
に
つ
い
て
も
文
化
財
修
理
用
部
材
の
提

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
も
り
・
こ
こ
ろ
・
わ
ざ
」

右上：聖護院門跡52代門主・本山修験宗管長の宮城泰年氏
左上：会場となった東京都文京区にある東京大学弥生講堂
左下：渡邉晶氏が講演に使った参考資料。木造建築の技術と道具の

歴史が詳細にまとめられていました

供
を
目
的
と
し
た
森
林
登
録
制
度
導
入
の

検
討
を
す
る
こ
と
、
④
高
品
質
な
大
径
長

尺
部
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
超
長
伐
期

の
育
林
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
技
術
的
指

針
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
、
⑤
大
工
技
術

の
向
上
と
伝
承
を
図
る
こ
と
、
の
五
つ
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
を
語
り
ま
し

た
。次

に
、
林
野
庁
か
ら
「
木
の
文
化
を
支

え
る
森
づ
く
り
」、
文
化
庁
か
ら
「
ふ
る

さ
と
文
化
財
の
森
」、
京
都
府(

社
団
法

人 

京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会)

か

ら
「
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
」
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、聖
護
院
門
跡
五
二
代
門
主
・

本
山
修
験
宗
管
長
で
あ
る
宮
城
泰
年
氏
に

よ
る
「
修
験
か
ら
み
た
日
本
の
心
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
山
野
に
お
い
て
、
霊
験
の
あ

る
法
力
を
身
に
つ
け
る
修
験
に
見
る
日
本

人
の
自
然
観
、
精
神
的
世
界
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
財
団
法
人
竹
中
大
工
道
具
館
学

芸
部
長
兼
主
席
研
究
員
の
渡
邉
晶
氏
に
よ

る
「
木
の
建
築
を
つ
く
る
技
術
と
道
具
の

歴
史
」
に
つ
い
て
の
講
演
。
木
造
建
築
の

技
術
と
道
具
の
歴
史
を
紐
解
い
た
う
え
で
、

現
代
に
お
い
て
手
道
具
を
用
い
る
意
味
に

つ
い
て
考
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

締
め
く
く
り
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
伝
統
建
築
の
技
を
伝
え
る
に
は

―

そ
の
方
法
を
さ
ぐ
る
」
で
は
、
大
工
で

あ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
伝
統
建
築
技
術
保

存
会
会
長
の
西
澤
政
男
氏
か
ら
提
議
さ
れ

た
、
文
化
財
修
理
工
事
に
お
け
る
現
状
の

問
題
点
を
題
材
と
し
て
、
各
方
面
の
専
門

家
が
活
発
な
議
論
を
戦
わ
せ
ま
し
た
。「
文

化
財
修
理
の
専
門
業
者
で
は
な
く
、
あ
え

て
現
地
の
大
工
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
に

発
注
す
る
こ
と
が
底
辺
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
な
る
」
な
ど
、
貴
重
な
発
言
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
文
化
遺
産

を
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
の
為
の
有
識

者
会
議
」
の
五
年
間
の
成
果
を
確
認
し
、

今
後
進
む
べ
き
方
向
を
見
定
め
る
う
え
で
、

実
り
多
い
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。




